
MSG1 神の建造のための祭司職の回復(ＥＭ) 

「祭司職のビジョン」 

 詩歌 557,587 

序言 

今回の訓練に、主の回復の諸召会からの使者が約一千

七百名、訓練の主題は「神の建造のための祭司職の回復」

についてでした。 

これらのメッセージは、出エジプト記の結晶の学び

MSG12 の負担の継続です。それは神がわたしたちを救わ

れた目的が、祭司の王国としての彼に帰することです。

また「回復」という。この言葉の意味は、壊され失なわ

れたとき、それを正常な情況へと戻すということを示し

ています。わたしたちは啓示録２章から見ることができ

ますが、主がペソに在る召会に対して「愛」「憎しみ」

に言及しています。わたしたちは最初の愛で主を愛し、

主を第一位とする必要があります。またわたしたちは主

が憎むものを憎むべきです。それはニコライの者たちの

行いに関してです。召会歴史によれば、中間（仲介）階

級の形成はローマカトリックによって採用されたもの

ですが、またプロテスタントにても保持された制度です。

今日のローマカトリックは司祭制度、国教会には聖職者

制度、独立教会には牧師制度があります。これらの中間

階級の制度は、すべての信者の普遍的な祭司職を破壊し

ています。今日のわたしたちの状況に照らしてみれば、

主の回復にある、ある地方の召会の中には、いわゆる機

能している一部の核心の聖徒たちがいるだけで、大部分

の聖徒たちは機能していない状態かもしれません。この

祭司職は、今日の召会生活の中で緊急に回復しなければ

なりません。わたしたちはまた、主に彼の回復を強め、

またわたしたちが祭司職の各面を経験できるように求

める必要があります。「召会生活をさらに語る」という

本の中で、主の僕（李兄弟）は、すべて一タラントを持

っている人がそれを持ち出した時に、真の召会があるよ

うになり、またそれが主の真正な召会ですと強調されて

います。 

真理要点 

MSG１は、この訓練の序言で、神の建造のための祭司

職と王職について語っています。まず、旧約の予表から 

見せます。ゼカリヤ書の中で、大祭司ヨショアは祭司職

をもつキリストを予表しています。またヨショアはユダ

の総督ゼルバル、ダビデの王職を持つキリストを予表す

る、に結びつけられていて、彼はキリストの王職を予表

します。これら二つの間に平和の合意があります。新約

の実際では、へブル人への手紙はこの天のキリスト、メ

ルキゼデクによって予表される大祭司と王（義の王と平

和の王）を啓示しています。また祭司職と王職は神のか

たちと統治権のためのものです。最後の啓示録の、新エ

ルサレムの絵によれば、御座の権威と命の交わり、すな

わち命の流れは、新エルサレムの建造のためです。これ

はゼカリヤ第6章12節から13節と符合します。それは、

祭司職と王職の職務が、主イエスの予表であるヨシュア

とゼルバベルにおいて合流していることについて語り

ます。この合流は神の宮を建造するためです。 

負担と適用 

Ⅰペテロ第 2章 9節は、贖われた者たちが「王なる祭

司の体系」であることを啓示します。「王なる」という

言葉は、わたしたちが王の身分と権威（御座）を持って

いることを意味します。「祭司の体系」という言葉は、

わたしたちが命の交わり（命の水の川）を持っているこ

とを示します。わたしたちの間のあらゆる人は、王なる

祭司、御座からの命の流れを持つ者であるべきです。わ

たしたちすべての者の中に、祭司職と王職の表現がある

べきです。ですから、実行上、ヘブル第 4 章 16 節によ

れば、わたしたちが祭司として務めをする道は、ただ恵

みの御座に進み出て、あわれみを受け、また時機を得た

助けとなる恵みを見いだすことです。また自分自身をさ

らに開き、自己の霊を開放し、命の霊がわたしたちの中

で流れる必要があります。もし聖徒たちが集会の中でこ

のように開き、祈り、霊を開放するなら、命の水が集会

の中で流れ出るのを見ることができます。すべての集会

が完全に新エルサレムの光景を表し出し、最終的に神の

建造が完成します。 

 

MSG2 祭司の定義（RK） 

「祭司の定義」 

詩歌 568 

 

序言 
この MSG は主の僕の務めと働きとつながっています。 

彼の務めと働きの「かぎ」は、主との交わりから出たと

ものであるということです。このように MSG はわたした

ちに、ただ祭司の客観的な定義を与えるだけでなく主観

的にわたしたちの全存在に触れます。わたしたちはただ

一般的に神に贖われただけではありません。聖なる地位

において神に属する人であり、さらに神の有機的な救い

において、わたしたちの中で神ご自身が複製されます。 

彼は宇宙においてただ一人資格のある祭司です。わたし

たちが神に開くことにより、彼は彼ご自身をわたしたち

の全存在へと分与し、彼の複製とします。 

 

真理要点 

この MSG では、祭司の四方面について語られています。 

第一に祭司はもっぱら神の権益のために生き、神に仕え

る人です。この意味は、祭司とは全時間奉仕者であると

いうことです。全時間奉仕者になるということは、わた

したちの職業を放棄するということではありません。ロ

ーマ 14 とⅡコリント５の啓示によれば、わたしたちが

生きるにしても死ぬにしても、主の人であり、わたした

ちがもし生きるなら、主に生きます、もし死ぬなら、主

に死にます。彼がすての人のために死なれたのは、生き

ている者が、もはや自分自身のためにではなく、彼らの

ために死んで復活された方に生きるためです。第二に、 

祭司は神を受け入れ、神で満たされ、浸透、飽和された

人で、神を彼らから流し出し、神の生ける表現となりま

す。第三に、祭司は神とのミングリングの中で神と接触

する人です。第四に、祭司は主に仕える者であって、宮

に仕えるものではありません。 

 

負担適用 

神にはわたしたちが、神のために働いたり、あるいは神

のために何かを行なったりするために召されたという

意図はありません。神の唯一の意図はわたしたちが彼の

召しに答え、自分自身を神に開き、そして神に；「主よ、

わたしがここにいるのは、あなたのために働く用意をす

るのではなく、あなたによって満たされ、あなたに占有

され、あなたご自身によって所有され、あなたと一にな

る用意をするためです。」このために、多くの時間を神

の前で費やして、彼に占有され、所有される必要があり



ます。またミングリングされた霊の中で生きる必要があ

ります。そして霊の新しさの中で仕え、神を流し出し、

また神のこの流れ出の中にいて、他の人と共に建造され、

神の団体的な表現となります。これが祭司職です。これ

が、神が得たいと計画し、今日得たいと願っておられる

種類の人です。 

 

MSG3 祭司の食物、衣服、住まいとしてのキリスト 

（MC）詩歌 657 

[祭司職の生活] 

序言 

 

 祭司職に関して、重要なことを三方面から見ることが

できます。第一には、使徒はわたしたちが監督となるよ

うに、良き働きをするようにと願っています。その結果

として神にとっては栄光であり、人にとっては祝福です。 

第二に、祭司職と神の建造との関係です。出エジプト記

の 25章から 3１章までの記載で、わたしたちは幕屋の啓

示の中に祭司職の啓示があることを見ます。またイスラ

エル人たちは、幕屋の建造だけでなく、祭司の衣服の材

料を作ることにも心から願って捧げました。またユダの

部族のベザレルとダンの部族のアホリアブは、神が命じ

られたすべてを作りました。ですから、祭司職は建造で

あり、祭司職が回復されるなら、神の建造は完成されま

す。第三に、啓示録 22:3 は、神の僕はみな祭司として

仕える必要があります。これは永遠において得る祝福で

す。ですから祭司職は永遠へと持続します。 

 

真理要点 

MSG２では祭司が何であるかについてでした。この MSG

は祭司の生活についてです。祭司の生活は食物、衣服と

住まいを含みます。キリストは祭司の食物です。 

なぜなら、彼は旧約のすべてのささげ物の置き換えです。 

もしわたしたちが祭司の奉仕を知りたいならば、日々ど

のようにキリストを享受するかを知らなければなりま

せん。そして、わたしたちが食べたものが、わたしたち

の構成要素となります。次に、キリストは祭司の衣服で

す。これは奉仕する祭司がキリストを表現するというこ

とを表徴しています。もしわたしたちが、一日中キリス

トから養いを得るならば、わたしたちからキリストが表

現されます。最後は、キリストは祭司の住まいです。こ

のことは、わたしたちがキリストで満たされ、飽和され、

正しく完全に彼を表現するとき、わたしたちは彼の住ま

いとなります。これは祭司の衣服の材料と幕屋の材料が

全く同じであるからです。またもう一面において、Ⅰペ

テロ 2:5では、祭司の体系は霊的な家であると言います。

幕屋と祭司は永遠に分けられません。祭司たちがいると

ころに幕屋があります。幕屋があるところに、やはり祭

司たちもいます。ですから、キリストを享受することに

よりキリストを表現します。キリストを表現することに

よりキリストを建造します。 

 

負担と適用 

祭司の衣服の上には、金の中にはめ込まれた宝石があり

ます。この衣服は祭司たちがキリストを食物として享受

し、彼らから出てくるキリストの表現です。わたちたち

がキリストをわたしたちの養いと食物として享受し、ま

た彼を消化するなら、彼はわたしたちを浸透し、飽和し

てくださり、そしてわたしたちは彼を表現するに至りま

す。その時、この表現はわたしたちの衣服となります。

またこの衣服の上には金の中にはめ込まれた宝石とし

ての聖徒たちの建造があります。このようにキリストを

享受することは非常に基本的です。真の召会生活とは、

内側でのキリストに対する真の享受からのみ出てきま

す。わたしたちはすべての事で、いつも彼を享受しなけ

ればなりません。この享受から、わたしたちはキリスト

の表現である「衣服」を持ちます。神聖な性質の中へと

聖徒たちが建造されるのは、この表現においてです。こ

れが召会を建造するための唯一の道です。 

 

ＭＳＧ４ ともし火をともし、香をたく（ＡＹ） 

詩歌 588、573 

[祭司の働き（奉仕）] 

 

序言 

前のＭＳＧは祭司の生活についてです。その中の祭司の

衣服は出エジプト記の２８章に記載されています。この

聖書の章の最初は接続詞（and）で始まっています。こ

れは祭司の衣服が２７章末のともし火をともすことに

続いていることを示します。祭司の衣服が必要ならば、

このともし火をともすことに注意しなければならない

ということです。ともし火をともすことに関して三つの

重要な言葉に注意する必要があります： 

「絶えず」（continually）,「整える」（maintain）、そ

して「永遠」（perpetual）です。 

これはともし火をともすことがおろそかにされてはな

らないことを示します。また祭司の衣服が語られた後に、

続けて金の香壇で香をたくことが語られます。香に関し

て、わたしたちは香の成分が、ナフタ香と、シケレテ香、

ヘルベナ香の三種類と純粋な乳香が加えられて作られ

ていることを知る必要があります。これは、死に復活さ

れたキリストを表徴しています。祭司がともし火を片付

けるときにも、香をたきました。これは、代々にわたっ

て、エホバの御前に常にささげる香です。わたしたちは、

このことでともし火をともすことと香をたくことは分

けられないことを見ます。 

 

真理要点 

わたしたちは、ともし火をともすことに関して三つの

面を理解する必要があります。第一は、神の聖なるとこ

ろでともし火をともすことです。これはクリスチャンと

して集会する正しい方法を表徴します。わたしたちが集

会で行なうすべてこと、すなわち、祈ること、歌うこと、

賛美すること、預言することは、聖なる光を上らせるこ

とであるべきです。第二に、聖なる人がともし火をとも

す必要があります。完全に神のために生活している人で

す。第三に、聖所における光は、天然の光ではなく、人

工的な光でもありません。それは神聖な光、聖なる光、

真の光であり、神ご自身です。 

香をたくことに関しても三つの面の理解が必要です。 

第一に、ともし火をともすことは、香をたくことと関係

があります。このことは、正しい祈りは、御言を読むこ

とからの光から生じる祈りであるということを示しま

す。第二に、香をたくことは、神の住まいである幕屋に

おけるあらゆることの中心的な事柄です。第三に、香を

たくことは、わたしたちが復活し昇天したキリストの中

で祈り、復活し昇天したキリストと共に祈ることを表徴

します。そして神を満足させ、神の行政を執行します。 



 

負担と適用 

  

 わたしたちが真の祭司となるには、香をたく必要があ

ります。言い換えれば、祈る必要があるということです。 

祈りは神の御前でわたしたちのために何かをしてもら

うことを求めることではありません。祈りの主要な意味

はわたしたちが神と接触するときに、キリストを各種の

異なったささげ物として適用することです。それは神へ

の罪の告白、わたしたちの弱さのすべてを認めることを

含み、キリストを罪のためのささげ物、違反のためのさ

さげ物、平安のささげ物、穀物と全焼のささげ物として

適用することです。第二に、わたしたちは神の御前でキ

リストを享受し、み言葉の祈り読みを通して神をわたし

たちの十分な養いとして享受します。第三に、わたした

ちの深みからキリストを表し出すことです。この意味は

わたしたちがこのように祈る時に、祈っているのはわた

したちだけでなく、キリストがわたしたちの中で祈って

おられるということです。ですからこのような祈りには

多くの時間を必要とします。 

 

MSG５祭司の体系の二つの位（JL） 

［祭司職の位］ 

詩歌 612、573 

序言 

 祭司職に関して、いままでの MSG はわたしたちと神の

関係に重点が置かれてきました。これからの MSG では、

わたしたちは人との関係にも注意する必要があります。 

聖書の啓示によれば、祭司の体系は二つの位と関係があ

るからです。わたしたちは、この二つの位の祭司の体系

をはっきりと知る必要があるだけでなく、それらをわた

したちの日常生活と働きの中へと応用する必要があり

ます。 

真理要点 

 聖書の中で、祭司の基本的な意義は、神を人に供給す

ることです。これは創世記 14 章が言っているように、

メルキゼデクは神から来て、神のものをアブラハムに供

給しました。その次に、祭司の体系の二つの位は聖なる

祭司の体系と王なる祭司の体系です。聖なる祭司の体系

はアロンの位によって予表されており、王なる祭司の体

系は、メルキゼデクの位によって予表されています。 

アロンの祭司職とメルキゼデクの祭司職の八方面での

対比があります。第一に、アロンの祭司職は罪の問題を

解決し、メルキゼデクの王なる祭司職は神の永遠の定め

られた御旨を完成します。第二に、アロンの祭司の体系

はレビの部族に属し、メルキゼデクの祭司の体系はユダ

の部族に属します。第三に、アロンの祭司の体系は人の

必要を中心としますが、メルキゼデクの祭司の体系はキ

リストを中心とします。第四に、アロンの祭司の体系は

キリストの地上での務めを中心としますが、メルキゼデ

クの祭司の体系はキリストの天での務めを中心としま

す。第五に、アロンの祭司の体系は挿入されたものです

が、メルキゼデクの祭司の体系は神の当初からの心の願

いです。第六に、アロンの祭司の体系は一時的なもので

すが、メルキゼデクの祭司の体系は永遠のものです。第

七に、アロンの祭司の体系は「聖」、すなわち神聖な要

素で満たされることが強調されています。メルキゼデク

の祭司の体系は「義」、かしらの権威に服すことに重き

がおかれています。第八に、アロンの祭司の体系は人の

ために神へ進みでます。メルキゼデクの祭司の体系は神

から来て、神を人に供給します。 

 そして、わたしたちは今日の主の回復の中で、わたし

たちは聖なる祭司の体系であり、霊のいけにえ（犠牲）

を神へとささげるということを理解する必要がありま

す。また一面において、わたしたちは王なる祭司の体系

です。わたしたちを暗やみから、驚くべき光の中へ召し

てくださった神の美徳を告げ知らせます。この二つの間

に行き来があります。 

 

負担と適用 

 召会生活の中で、わたしたちは個人の生活の中で聖な

る祭司に、また集会の中で王なる祭司となるべきです。 

わたしたちは、日々主の前で、わたしたちの必要と、す

べての兄弟姉妹、そして未信者の必要を神にもたらし、 

わたしたちが集会にやってくるとき、キリストから出た

ものをそれらの必要としている人へと分け与えます。こ

れが唯一の召会を建造する道です。わたしたちは主に専

一に祈り、この町、またすべての地方に、一群れの信者

たちが起こされ、キリストのからだの中で組み合わされ、

建造され、アロンとメルキゼデクの位にある生ける祭司

として、すべての世俗的なものを放棄することを訓練し、

ただ主の前に行き彼と接触し、神からの権威をともなっ

て、神の命を人へ供給し、人を神の子たちとします。 

 

MSG6 神の福音の労苦する祭司となって、 

わたしたちの霊の中で、御子の福音において神に仕える 
（DT）詩歌 378、379 

[祭司職の段階] 

 

序言 

この MSG は人を喜ばせるものです。新約において福音の

祭司のユニークな模範を見るだけでなく、事実上、クリス

チャンの福音の宣べ伝え、罪びとを救うこと、それはもっ

とも喜ばしいことです。それはキリストが拡増することだ

からです。このゆえに天においても歓喜があります。 

真理要点 

 まず、わたしたちははっきりとしたビジョンをもつ必要

があります。このビジョンはわたしたちに、神の福音の労

苦する祭司として５方面での要点を見せます。 

第一に、キリストを異邦人に共有します。これは神に対す

る祭司の奉仕です。第二に、パウロは福音の祭司職の模範

です。どのようにして罪人が主を信じ救われ、義とされ、

聖別され、造り変えられることによってキリストの中で前

進するか、どのようにして彼らが自分自身を生きた犠牲と

して神にささげ、キリストのからだの肢体となって召会生

活をし、団体的にキリストを表現して、彼の来臨を待ち望

むかということです。第三に、神によって定められた新約

の奉仕は、すべての信者が祭司となって、神が願っている

ささげ物をもって神に仕えるということです。第四に、わ

たしたちの福音の祭司として機能するということは、罪人

を神の子たちまたキリストのからだの肢体とすることだけ

でなく、彼らを助けて成長させ、彼らが諸地方召会におい

てからだの生活を実行する中で、活動的な肢体となること

ができるようにすることです。第五に、音の祭司の体系の

奉仕は、キリストのからだとしての召会の奉仕です。わた

したちの奉仕の中心は、罪人を救って神にささげることで

あり、わたしたちの奉仕の目標は、キリストのからだを建

造することです。 

その次に、四方面の実際的、有機的な実行があります。 

第一に、福音を告げ知らせるために、わたしたちは手順を



経た三一の神の分与を通して、キリストのからだの神聖な

供給を受ける必要があります。第二に、 わたしたちは、

福音において神に仕えることで、神を礼拝します。第三に、

真にわたしたちの霊の中で、その霊によって神に仕え、神

を礼拝します。それは神に照らされ、わたしたちが肉に信

頼しないということが必要です。第四に、復活は、わたし

たちが神に仕えることにおける永遠の原則です。 

負担と適用 

ドアノックをして福音をすることは、人を訪問するという

ことです。わたしたちは人を訪問し、キリストを人の中へ

と分与します。彼ら罪人をキリストの一部分とします。こ

れはわたしたちの日常生活の一部分とならなければなりま

せん。人が救われた後に、彼はキリストの中の幼児です。

わたしたちは彼を養わなければなりません。また彼自身を

生けるささげ物として神にささげ、また生ける肢体として

神に仕えるように勧める必要があります。そしてわたした

ちは、あらゆる知恵を尽くして人を戒め教え、人の上で労

苦し、彼らがキリストの中で完全に成長し、完全にキリス

トの各部分となり、団体的なキリストの構成要素となるよ

うにする必要があります。 

 

MSG７祭司の体系の中心的で究極の点（EM） 

[祭司職の中心点] 

 

序言 

この MSG の主題には「中心的」と「究極の」の二つの形容

詞があります。祭司の体系の中心点とは祭司の衣服の中心

な項目を指しています。それは裁き（決断）の胸当てです。

また祭司の体系の究極的な点はこの裁き（決断）の胸当て

は、神が建造し、神の団体の表現としたかったものです。 

 

真理要点 

 裁き（決断）の胸当ての記載に関し、出エジプト記２８

章１５から３０節は、裁き（決断）に胸当ての主要な目的

は神の導きのためでした。胸当ては召会を予表します。で

すから召会は神の導きです。そして、胸当ての上に十二の

宝石があり、その上にイスラエルの十二部族の名が彫られ

ているのをわたしたちは見ました。これは贖われ造り変え

られた神のすべての民が共に建造されて一つの実体となっ

たことを表徴します。また、十二部族の名を宝石の上に彫

ることは、キリストを信者たちの心の中へと書き記して、

彼らをキリストの生ける手紙とし、キリストをその内容と

することに相当します。ウリムとトンミムが胸当ての中へ

入れられた後、胸当ては記念となっただけでなく、裁き（決

断）の胸当てともなりました。神はウリムとトンミムのあ

る裁き（決断）の胸当てを通して、天的で、神聖で、霊的

なタイプライターのように、神の民に語られました。 

 

負担と適用 

 わたしたちが、地方召会として、もし裁き（決断）の胸

当てになろうとするならば、いくつかの条件を満たさなけ

ればなりません。第一に、わたしたちは造り変えられ、透

明になる必要があります。第二に、キリストが、わたした

ちの中へと書き記されなければなりません。この意味は、

キリストに対して明確に、充分な経験が必要ということで

す。第三に、多くの照らしを経験する必要があります。第

四に、わたしたちはキリストで満たされる必要があります。

またわたしたちには欠けているところがあることを認める

必要があります。わたしたちはキリストの豊かさに欠けて

いますので、わたしたちの完成のために、さらにキリスト

を追い求める必要があります。 

 

MSG8 神の建造のための祭司職の回復（RK） 

［祭司職の回復］ 

詩歌 603 

 

序言 

 この MSG には四つの重要な問題があります。それが

わたしたちの中にずっと留まり、わたしたちがこの四

つの問題を主の前に持ち出して、主が彼ご自身をわた

したちの中へと供給されるまで祈る必要があります。 

第一は、神の心の願いとは何でしょうか？〔団体の表

現！〕第二は、主は今日の回復において、何を必要と

されているでしょうか？〔祭司の体系！〕第三に、神

の目標とはなにでしょうか？〔神の家の建造！〕この

目標がどの程度までわたしたちの目標となっている

でしょうか？ 第四に、キリストのからだが今日の内

在的な必要とは何でしょうか？〔新約の務め！〕 

 

真理要点 

 主の回復は祭司職の回復です。今日、主が必要とし

ているのは、一群れの人々が、主の臨在の中へと、さ

らには主ご自身の中へともたらされて、ついには彼ら

が主と一になることです。主がそのような祭司の体

系、祭司の王国を持つとき、主は自由に流れ出て、主

のみこころを成し遂げ、主の永遠の定められた御旨を

成就します。すなわち神の住まいを建造します。です

からわたしたちは、神の家の建造は、祭司の体系と関

係があり、また祭司の体系にかかっていると言うこと

ができます。そして聖なる祭司の体系は、霊の家です。 

ですからわたしたちは、建造し建造された神と一になって、

神を人の中へと建造し込み、人を神の中へと建造し込む必

要があります。 

負担と適用 

 今日、主の回復の中で、わたしたちの働きは神を人に供

給することです。確かにわたしたちは罪びとを救い、聖徒

たちを養い、成就する必要があります。しかし重要なのは

神を人に供給することです。わたしたちが供給する神は、

建造された神だけでなく、積極的に神をわたしたちの中へ

と建造し込まれる神です。彼は建造された神であり、わた

したちの心の中にホームを作られる神です。わたしたちが

このように神を供給しないなら、わたしたちの働きは木、

草、刈り株です。わたしたちは主に祈り、この働きを導い

てもらう必要があります。 

            -P.C.2015／03／09 の 

            日本語訳（個人追求のため） 

 


